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「純粋経験」について
-H・ザイドル教授の『善の研究』批判に対して-
















































































































































































































































































































3) r w純粋経験を唯一の実在として全てを説明してみたい~ [という]哲学の立場J
簡略に、しかも『善の研究』の核心を突いた整理である。しかし、この「理解Jでは「哲学の立場J






























































Mitwissen)J (Seidl 95)、或いは「事物の[自体的に存在する]その[自体的]存在に伴う形式的知J(das 
































































































































































































































性的(uberintelligibel)であり、理性の最高に明るい意識性、目覚めに(beihellster Bewustheit， Wachheit der 
















von Gott her)(Seidl 127)による。或いはこうも言われる、「より高い統一は精神魂が自分自身から手
に入れたものではなくて、精神魂が神の近くにいる故に贈与されたもの(eine aus Gott Nahe 






































































































99)、「現代の主観主義J(Seidl 99)、「現代の現象主義J(Seidl 99)、「現代の認識論や現象学J(Seidl 101) 




















































































































































































































































































































































月初めて来日し、以後、今年まで 4回日本を訪れ、それぞれ 1週間から 2週間滞在している。ドイ
ツ語は言うまでもなく、英語、イタリア語などによる教授の極めて数多い研究業績の中から特に顕
著なものを数点挙げると、次のようなものがある。
Der Begri旺desIntellekts (nous) bei Aristoteles im Zusammenhang seiner Handschriften， Meisenheim， 
1971 
Kommentierte Ausgaben zu Aristoteles'Metaphysik und Uber die Seele， Zweite Analytiken. Thomas' 
Gottesbeweise und Uber Seiendes und Weisheit 
Sittengesetz und Freiheit. Erorterungen zur Allgemeinen Ethik， Weilheim，1992 
Philosophiegeschichte und bleibende Wahrheit， Weilheim， 1995 
Beitrage zu Aristoteles' Naturphilosophie， Amsterdam-Wurzburg， 1995 
Sein und Bewustsein. Erorterungen zur Erkenntnislehre und Metaphysik in einer Gegenuberstellung von 
Aristoteles und Kant， Hildesheim， 2001 
Vom Dasein zum Wesen des Menschen. Er凸rterungenzur philosophischen Anthropologie zwischen Tradition 
und Gegenwart， Hildesheim，2001 






















































10)ザイドル教授がこういった自らの見解を、詳細な研究(上記注 2)の『存在と意識~ "Sein und 
Bewusstsein")に基づいて展開していることに対しては十分な敬意が表されなくてはならない。
11)次の箇所を参照のこと。 HorstSeidl， Sein und Bewusstsein. Erorterungen zur Erkenntnislehre und 
Metaphysik in einer Gegenuberstllung von Aristoteles und Kant， Hildesheim， 2001，S.196 
12)拙論 W<安らぎ・救い>への道について-M・シェーラーのスピノザ批判ー』、徳島大学総合科






『善の研究』の独訳(NISIDAKITARO， UBER DAS GUTE. Eine Philosophie der Reinen Erfahrung. Aus 
dem Japanischen ubersetzt und eingeleitet von Peter Portner， Insel Verlag， 2.Aul. 1993(1/Aufl.1989)で「真体」
(西国 205)が"seinewahre Substanz"(S.186)と訳されているのは、独訳の困難さがあるにせよ、誤解を
与えるものであり、教授もそれを取り上げて西田を批判している(vgl.Seidl142)。
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次に「差異点」は先ず、ジェームズが「単に意識と事物の二元論を否定するばかりでなく、経験の
内的二元性を否定しているのに対して、西国はこの内的二元性を承認している」。次に「ジェームズ
は意識(経験)というものは人格的・個人的性格のものであることを強調Jし、「普遍的な経験という
のは矛盾であるとして、その存在を認めなかった」。これに対して西国が「個人的経験を普遍的経験
の分化・発展の諸相と考えていたJ。これは、「カント以後のドイツ哲学特にヘーゲル哲学と結びつ
いている・・・。しかし西田が自説を展開するのに、インド哲学における『党我一如』の思想や大乗
仏教における『天地同根・万物一体』という言葉を援用していることからも理解されるように、も
ともとそれは東洋に伝統的な考え方でもあったといえる」。第三にジェームズが「純粋経験を展開
した『根本経験論』を彼の認識論の原理とみなし、その実践的行為の理論は、それとは別個のいわ
ゆるプラグマテイズムの原理でもって構築しているJ。それに対して西田にとっては「純粋経験は理
論的原理であると同時に実践的原理でもあり、認識の原理であるとともに行為の原理でもあったj。
以上の説明は明解であり、東洋的伝統も踏まえたものであるが、西田とジェームズとの「純粋経
験Jの捉え方が根本的に異なっていること、つまり、「純粋経験」が「普遍的Jと西田ではされている
こと、換言すると、「経験あって個人あるjということ、それ故にこそ、「純粋経験Jが「唯一の実在」
たりえるということ、このことが初期西田哲学の根本であることが十分理解されていなければなら
ない。この違いがそのまま両者の哲学の根本的な違いになっているからである。
なお、 A・フィーンバーグは高坂正顕の指摘を援用しながら、『善の研究』の後半における『宗教
的目的論的な点はジェームズとの重要な違いである』と述べているが西国とジェームズの純粋経験
論」、大峯顕編『西田哲学を学ぶ人のために』、世界思想、社、 1996、p.29)。
14)参照:フィンパーグ、上掲書、 p.34
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